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● 平成１８年度第１０回 下山地域会議 会議録 ● 
 
【日 時】平成１８年１１月２２日（水） １９：００～２０：４５ 
【場 所】下山支所２階会議室 
【出席者】委員１４名（欠席２名） 

事務局 （支所長 副支所長 加藤 酒井 川合） 
【次第】１ 開会 
    ２ 会長あいさつ 

３ 会議録署名委員指名 
    ４ 前回会議録の承認 
    ５ 報告事項 

（１） ワークショップのこれまでのまとめ 
（２） 支所体制の見直し及び公共施設の有効活用について 

    ６ 協議事項 
       今後の地域会議の進め方 
    ７ その他 

（１） トヨタ研究開発施設計画について 
（２） コミュ二ティ会議役員会との情報交換会 
（３） 第７次総合計画基本構想素案及び観光基本計画素案に対する地域会議委員の意

見聴衆の日程調整について 
 
 
【内 容】 
１ 会長あいさつ 
  
２ 会議録署名委員氏名 
  夏目委員を指名 
   
３ 前回会議録の承認 
 前回はワークショップを中心に行い、今まで検討してきた地域課題解決のための計画を実行する

ための連携方法について、グループに分かれてグループ討議を行いました。前回のワークショップ

で一区切りということで、一つのとりまとめをしました。 
     （全委員承認） 
 
４ 報告事項  
（１） ワークショップのこれまでのまとめ 
今後、計画の実施にあたっては、考え実践する主体の役割を担う地区コミュニティ会議との情報

を共有しながら、緊密な連携を図りながら下山地区のまちづくりの課題解決に取り組むとことにな

ります。 

下山地区の地域課題としては、「地域の担い手不足と高齢化社会」・「若者世代の地域ばなれ」が重

点課題ということでありました。そして誰が、どこで、どんな風に、どんな状態であるかという将
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来ビジョンを描いていただき、それが「高齢者が楽しく活き活きと働いている地域」・「女性がもっ

と働きやすい暮らしやすい地域」・「若者が参画でき、リーダーが輩出できる組織が作られている地

域」これが、下山地区の将来ビジョンであるということでまとめていただきました。 

今後の活動方針としては、将来ビジョンの達成に向け、地域会議、地区コミュニティ会議等それ

ぞれの役割を理解し、認識したうえで、連携に向けた体制づくりを推進していかないといけないと

思います。そして、地区コミュニティ会議を中心にして、将来ビジョンを想定した具体的計画の策

定・実践活動を進めていくことになります。 

 

（２） 支所体制の見直し及び公共施設の有効活用について 

支所体制の見直しについては、合併協議において５年間激変緩和措置をするということで協議が

されました。１９年度に向けた支所体制の見直しについては、組織の分散配置により機能が低下し

たということで、今回遠隔地対応業務を全廃していくということであります。所管部による直轄化

を促し機動力を発揮するということが今回の動きであります。しかし、それを進めるには住民サー

ビスが低下しないようにしていかなければいけませんので、当然、窓口業務は残していくことにな

ります。４担当制から２担当制に移行していくことになります。そして、各支所の業務の役割を明

確化にしていくことになります。支所体制の見直しにつきましても、公共施設の有効活用について

もご理解を賜り１９年度から新しい体制の下、住民のサービスの向上に努めていくことになります

のでよろしくお願いします。 

 

５．今後の地域会議の進め方について 

これから下山地区の課題解決に向けて、実践活動に入っていくことになります。実践活動を行う

にあたっては、コミュ二ティ会議と緊密な連携をとり情報を共有しながら取り組んでいくことにな

ります。今後情報交換会を開催し、組織の信頼関係を持って、互いが尊重しながら連携していくこ

ろになります。 

 

６ その他 

（１） トヨタ研究開発施設計画について 

９月２７日の地域会議報告後の状況を説明 

 

（２）コミュ二ティ会議役員会との情報交換会について 

コミュ二ティ会議の役員との情報交換会の日程について１２月１１日（月）か１２日（火）の２

案で、コミュニティ会議との日程調整を実施します。 

 

（３）７次総合計画基本構想素案及び観光基本計画素案に対する地域会議委員の意見徴収の日程調

整について 

下山地域会議の意見徴収日程については、１月２５日、２月１日、８日の第３希望までで調整し、

日程が決まり次第、後日委員に報告します。 

 


